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〇 ILC の 動向 


平成 31 年 3 月 7 日 、 文 部 科学 省 は 1 LC 計画 に 関心 
を 持っ て 国際 的 な 意見 交換 を 継続 する と 政府 と し て 初 


め て I し LC 計画 へ の 関心 を 表明 


〇 いわ て 県 民 計 画 (2019~2028) 
『ILC プ ロジ ェクト の 推進 』 





国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 に より 、 世 
界 ト ッ プ レベ ル の 頭脳 や 最 先端 の 技術 、 高 度 な 人 材 が 
集積 。 知 と 技術 が 集積 され た 国際 研究 拠点 の 実現 を 目 


指す 。 
政策 項目 


① 国 際 研 究 都市 の 形成 支援 

数 千 名 の 研究 者 等 が 滞在 する 
国際 研究 都市 、 多 文化 共生 の ま 
ち づ く り 





② イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創出 

I LC 国際 研究 所 を 核 に 加速 
器 関連 産業 が 集積 。 I LC の 先 
端 技術 か ら イ ノ ベー ショ ン が 創 
出 





③ILC に よる エコ 社会 の 実現 

I LC を 中 心 に サス テ ナ ブ ル 
な 地域 の 実現 。I LC 施設 住宅 
の 木造 化 、 排 熱 利 活用 、 な ど エ 
コ 社 会 の 実現 


④ 海 外 研究 者 の 受入 れ 環境 整備 
数 二名 の 海外 研究 者 家族 が 地 
域 [ こ 混 住 し 快適 に 生活 する 環境 
(住居 、 教 育 、 医 療 ほ か ) の 
整備 


⑤ 交 流 人 口 拡大 と 地域 の 科学 技 
術 教育 水準 の 向上 

1 し C に よる サイ エン スッ ツー 
リズ ム や 、 海 外 研究 者 の 出前 や 
授業 な ど 地 域 の 科学 技術 教育 水 
準 の 向上 
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プラ ン 
00 I LC を 契機 と し て 、 世 界 に 開か れ た イノ ベー ショ 
: ン 拠 点 と な り 、 未 来 に 向かっ て 発展 する 地域 と な る た 
東北 の 取組 方 針 め の 基本 方 向 を 明らか に する も の 











LC 国際 科学 技術 研究 較 域 の 人 日 推 移 [人 





図表 1-1 ILC 関 係 人 口 の 推移 (総数 ) 
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準備 項目 と 現状 


対応 の 方 向 性 


目指 す 姿 








【 ま ち づ く り イ ン フ ラ 】 

・ 研 究 所 周辺 整備 や 物流 ルー ト 等 を 検討 
【 研 究 人 材 育成 】 

ILC へ の 関心 を 高め る 活動 を 実施 

【 地 域 の 国 除 化 】 


【 加 速 器 関連 産業 の 集積 】 

* 研 究 会 で 参入 を 促進 (現在 213 企 業 ) 

・ILC に 関わ る 各種 産業 へ の 展開 支援 も 必要 
【 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 拠点 形成 】 

・ 県 イノ ベ 指 針 策定 ・ 具 体 の 仕組 み づ く り 必 要 


【 地 域 循環 型 エ ネル ギー 体制 構築 】 
・ILC の 排 熱 を 想定 し た 熱 活用 の 共同 研究 中 
【 県 内 森林 資源 活用 】 
・ 大 型 実 験 施設 へ の 導入 に 向け 共同 研究 中 
・ 木 造 建築 の 県 内 導入 の 促進 へ 


【 生 活 環境 整備 】 

・ 行 政 手 続 、 住 居 、 医 療 、 子 弟 の 教育 ・ 保 育 、 買 い 
物 ・ 食 事 、 配 偶 者 の 就労 等 に つい て 方 策 整理 中 

【 地 域 住民 と の 融合 】 

・ 講 演 会 等 で 意識 付け 環境 整備 の 検討 で 共有 


【 サ イエ ンス ツー リズ ム 】 

・ILC 見 学 を 核 と し た 新た な 観光 を 検討 中 
【 理 工 系 教育 】 

・ モ デル 推進 校 の 支援 コン テス ト の 開催 


生活 利便 性 や 快適 性 等 が 確保 され た 居住 環境 、 
コミ ュ ニ ティ の 整備 支援 (地域 国際 化 も ) 
・ILC 事 業者 と 連携 し た 必要 な 手続 の 実施 
・ 研 究 者 や 高等 教育 機関 と 連携 し た 戦略 的 人 材 
育成 


加速 器 関連 産業 の 集積 に 向け た 環境 整備 

・ イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ンタ ー( 仮 称 ) を 中 心 と し た 、 研 究 
者 や 技術 者 の 連携 推進 

加速器 関連 先端 技術 等 を 担う 専門 人 材 の 育成 


*ILC 排 熱 の 県 内 産業 ・ コ ミュ ニテ ィ へ の 有効 利用 
・ 県 産 材 に よる ILC 建 築 物 や 研究 者 住居 の 木造 化 
・ 再 生 可能 エネ ルギー の 利用 推進 に 係る 研究 


・ ワ ンス トッ プ サ ー ビ ス の 提供 

・ 外 国人 子弟 受入 校 や 受入 保育 所 の 整備 
・ 外 国人 向け 医療 体制 の 構築 

・ 買 い 物 ・ 食 事 ・ 余 暇 活動 の 外国 人 対応 

・ 外 国人 研究 者 配偶 者 の 就労 支援 


・ILC ビ ジ タ ー セ ンタ ー 整 備 と 県 内 関係 機関 と 連携 
し た サイ エン ス ツ ー リ ズム の 展開 
・ 世 代 別 の ILC 等 理工 系 教育 プロ グラ ム の 構築 


人 、 モノ 、 情報 の 世界 と の 交流 拠点 いわ て 
・ い わ て 型 国際 研究 都市 の 形成 

・ 自 然 環境 と 調和 し た ILC 国 際 研 究 所 の 建設 
・ILC を 担う 将来 の 人 材 育成 


産業 ・ イ ノ ベ ーション 拠点 いわ て 

*ILC を 核 と し た 加速 器 関連 企業 群 の 集積 
・ オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン ネ ットワーク に よる 
イノ ベー ショ ン の 創出 


持続 可能 な エル キー マネ ジル 地域 いわ て 
・ILC 排 熱 活用 な ど 地 域 資源 と の 連携 

・ 森 林 資 源 の 活用 と 循環 型 エ ネル ギー サイ ク 
ル に よる エコ 都市 の 実現 


外国 人 受入 れ と 多 文 化 共 生 の 先進 地域 いわ 
・ 外 国人 が 快適 に 暮らし て いる 街 の 実現 

・ 研 究 者 家族 と 地域 住民 が 融合 し た 新しい ま 
ち づ く り 


世界 最 先 端 の サイ エン ス と 食 ・ 観 光 ・ 自 然 の 
魅力 あふ れる 国際 都市 いわ て 

・ILC 見 学者 等 多く の 人 々 が 回 遊 し 岩手 の 魅 
力 に 触れ る 機会 の 創出 

・ILC を 通じ た 理工 系 教育 水準 の 向上 と 世界 
と 通じ 合う 地域 社会 の 実現 








I 国際 研究 都市 の 形成 支援 





① まち づく り ・ イ ン フ ラ 


② 
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研究 人 材 育成 
地域 の 国際 化 


エエ イノ ベー ショ ン の 創出 


① 加速 器 関連 産業 集積 促進 
ン 創 出 拠点 
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イノ ベー ショ 
形成 


構築 


TLC に よる エコ 社会 の 実現 
① 地域 循環 型 エ ネル ギー 体制 


② 県 内 森林 資源 活用 


V 海外 研究 者 の 受入 れ 環境 整備 
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V 交流 人 口 拡大 と 地域 の 科学 


技 


海外 研究 者 家族 が 快適 に 
暮らせ る 生活 環境 整備 
② 地域 住民 と 融合 し た まち 


つく り 


術 教 育 水準 の 向上 





① 
② 


サイ エン スズ ツー 
IL C 教 育 


リズ スム 


準備 期 (4 年) 


@ I LC 全体 が 自然 環境 と 調和 する 計画 と な る 
よう 計画 主体 へ の 提言 
@ 海外 研究 者 家族 が 快適 に 暮らす こと の で きる 
I L C の 周辺 整備 と まち づく り 支 援 
@ 関係 機関 等 と 連携 し た 人 材 育 成 プ ログ ラム 策定 
@ 地域 国際 化 に 向け た 機運 醸成 、 国 際 化 人 材 育成 


@ 加速 器 関連 産業 集積 に 向け た コン ソー シア ム 
形成 及び 支援 機能 強化 

@ コーデ ィ ネ ー ト 人 材 育成 

@ イノベーション セン ター 設計 及び 施工 

@ 人 材 支援 体制 の 構築 


@ 産学 官 連携 に よる 環境 配慮 型 エ L C 計 画 
共同 研究 
・I LC 排 熱 活用 ( 1 次 産業 、 住 居 等 ) 
・1 LC 実験 準備 棟 及 び 住居 の 木造 化 
・ 太 陽 熱 有効 利用 等 
@ 県 産 木 材 有 効 利 用 に 向け た 体制 構築 


e ワン スト ッ プ サー ビス 提供 に 向け た 体制 整備 
5 外国 人 子弟 受入 れ 校 や 受入 保育 所 整備 計画 策定 
多 言 語 に 対応 し た 地域 医療 受入 れ 体 制 検討 
: 県 産 農林 水産 物 等 の 地域 資源 を 生か し た 買い 
物 ・ 食 事 ・ 余 暇 活 動 の 国際 化 対応 準備 
@ 外 国人 研究 者 配偶 者 の 就労 支援 体制 検討 


@ I LC 見 学 を 核 と し た 新た な ツー リズ ム の 構築 
・ 他 の 県 内 科学 関連 施設 と の 観光 連携 
・ イ ン バ ウ ンド 観光 施策 と の 連携 
・ 県 内 地域 資源 の 活用 検討 

@ 世 代 別 LC 等 理工 系 教育 プロ グラ ム の 構築 


建設 期 (9 年 ) 


@] LC 建設 (I LC 事業 者 と の 連携 ) 

@ 1 LC 周辺 整備 まち づく り 推 進 (市 町 村 
と の 協 働 、 支 援 等 ) 
関係 機関 と 連携 し た 戦略 的 人 材 育成 

@ 関係 機関 と 連携 し た 地域 国際 化 支援 と 海外 
に 向け た 情報 発信 


空き 工場 等 企業 活動 の 場 の 整備 、 企 業 誘致 、 
企業 支援 、 エコ シス テム 構築 
@ 地 元 資源 の デー タベース 化 、 社 会 実装 推進 
イノ ベー ショ ン セ ンタ ー 運 用 
@ 設備 整備 融資 等 の 支援 


@ [LC 事業 者 や 市 町 村 へ の 産学 官 共 同 研究 

成果 に 基づく グリ ー ン 1 L C の 提言 、 実 貴 
@ 関係 機関 と の 連携 に よる 持続 可能 な 地域 社 
会 の 形成 


@ [LC 計画 に お ける 県 産 木 材 有 効 利用 の 推進 


@ ワ ンス トップ サー ビス 提供 に 向け た 体制 運用 
@ 外 国人 子弟 受入 れ 校 や 受入 保育 所 整備 支援 

@ 多 言語 に 対応 し た 地域 医療 休 制 軍 用 

@ 買 い 物 ・ 食 事 ・ 余 暇 活動 の 国際 化 対応 支援 
@ 人 外国 人 研究 者 配偶 者 の 就労 支援 体制 構築 


@ I LC 事業 者 と 連携 し た I L C と サイ エン ス 
ー リ ズム の 推進 

@ 世 代 別 I L C 等 理工 系 教育 プロ グラ ム の 運 

用 に よる 教育 水準 向上 


@ 国際 研究 拠点 形成 と 拡大 支援 策 実施 

@ 人 材 の 活躍 支援 と 更 な る 人 材 育 成 
関係 機関 と 連携 し た 地域 国際 化 支 援 と 
来 県 外国 人 研究 者 に 対す る 現地 生活 情 
報 の 発信 


@ I L C で の 研究 成果 を 活用 する 一 大 
究 ゾ ー ン (サイ エン スシ ティ ) 形成 
@ イノベーション セン ター を 桜 と し た 
I LC 技術 移転 シス テム 運用 に よる 
新た な イノ ベー ショ ン 創 出 
@ エコ シス テム 構築 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 
ネッ トワーク に よる 地元 企業 支援 


@ [上 C を 中 心 に 地域 全体 が 循環 する 
グリ ー ン 1 L C 都 市 の 実現 

@ 環境 配慮 型 エ ネル ギー シス テム の 展開 
に よる 持続 可能 な 地域 社会 の 更 な る 
拡大 

@ 木材 供給 シス テム と の 調和 に よる 継続 
的 な 県 産 木材 有効 利用 


@ IoT や AI に よる 外国 人 研究 者 家族 の 快 
適 な 生活 支援 の 実現 

@ 外国 人 研究 者 等 が 安心 し て 生活 で きる 
地域 受入 れ 体 制 の 確立 

@ 外 国人 が 好 ん で 定住 する 圏 域 の 実現 


@ [LC 実験 開始 に よる サイ エン ス ツ ー 
リズ ム の 展開 と 岩手 の 魅力 向上 ・ 発 信 
@ I LC 研究 者 と 連携 し た 世代 別 I LC 
等 理工 系 教育 プロ グラ ム の 更 な る 展開 
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